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(
一
)

種
子
島
に
法
華
宗
教
団
が
成
立
し
た
の
は
寛
正
二
年

(
一
四
六
二
)
以

(
1
)

降
で
あ

る
。
慶
林
坊
日
隆

(
二
二
八
五
-
一
四
六
四
)
の
弟

子
、
定
源
院

日
典

(
一
四
〇
一
-

一
四
六
三
)
が
帰
島
し
、
石
子
詰
法
難
で
殉
教
死
し
、

次
い
で
同
六
年
日
典
の
弟
弟
子
浄
光
院
日
良
が
来
島
し
、
法
華
宗
を
弘

通
し
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
領
主
種
子
島
時
氏
以
下
、
全
島
文
字

通
り
皆

帰
妙
法
の
宗
教
生
活
が
行
な
わ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
法
華
宗
繁
昌
の
最
盛
期
が
過
ぎ
去

つ
た
文
化
七
年

(
一
八
一
〇
)

(
2
)

の
記

録

に
よ

る

と

島
中
寺
院
多
キ
ノ
故

ヲ
以

テ
民
財

ヲ
費

ス

コ
ト
少

ナ
カ
ラ
ズ
。
故

ニ
コ
レ
ヲ

官

ニ
請

ヒ
テ
寺
二
十
七
宇

ヲ

コ
ハ
ス
。
現
和
村

ノ
台
運
院
坊
、
中
之
坊
、
大

聖
寺
…
…

と
あ

る
。

こ
れ

は
全

島

十

八

力
村

に
七

十

五

力
寺

で
は

維
持

費

が
ま

か

(
3
)

な
え
ぬ
と
、
薩
摩
の
本
藩

へ
寺
を

へ
ら
す
中
請
を
し
た
記
録
で
あ
る
。

ま
た
天
保
年
間
の
記
録
で
あ
る
が
、

一
石
以
上
の
寺
緑
を
有
す
る
寺
名

と
石
高
を
あ
げ
て
寺
緑
合
計
五
百
石
と
あ
る
。
往
時
の
法
華
宗
繁
昌
の

有
様
が
そ
の
寺
院
数
や
寺
緑
な
ど
か
ら
伺
え
る

の
で
あ
る
。

ま
た
種
子
島
出
身
僧
で
、
京
都
本
能
寺

・
尼
崎
本
興
寺

(
こ
の
両
大

本
山
を
両
山
と
称
す
)
の
貫
主
と
な
つ
た
名
僧
智
識
も
多
く
輩
出
し
て
お

る
。
即
ち
両
山
十
五
世
具
摂
院
日
蓬

(慶
長
十
四
年
寂
63
)、
両
山

廿
三

世
智
泉
院
日
達

(
万
治
三
年
寂
60
)
な
ど
八
指

に
余
る
。
種
子
島
の
法
華

宗
繁
昌
の
証
と
な
る
。

ま
た
天
正
十
年
六
月
の
本
能
寺
の
変
の
そ
の
年

の
十
月
、
本
能
寺

へ

見
舞
品
と
し
て
五
色
糸
唐
目

一
斤
と
琉
球
布

五
反
が
届
け
ら
れ
、
そ
の

翌
年
に
紅
花
十
斤
、
黒
布

一
反
、
皮
袋

一
箇

が
届
け
ら
れ
た
。
ま
た
鉄

砲
伝
来
の
地
で
あ
る
か
ら
火
薬
類
が
、
本
能
寺

を
通
じ
て
織
田
信
長
や

豊
臣
秀
吉
に
上
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
種
子
島
が
経
済
的
に
相
当

有
力
な
位
置
を
法
華
宗
の
中
で
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
島
主
以
下
島
民
の
日
常
生
活
に
法
華
宗
の
宗
教
儀
礼
が
浸
透
し

て
お
り
、
種
子
島
家
の
年
中
行
事
録
の
ほ
と
ん
ど
が
、
元
旦
か
ら
大
晦

日
ま
で
そ
の
儀
式
で
埋
ま
つ
て
お
る
。
ま
た

島
民

の
人
生
儀
礼

の
出

法

華
宗
が
種
子
島

に
於

て
被

つ
た
廃
仏
殿
釈

と
復
興

(
松

井
)
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産
、
成
長
、
病
気
、
葬
礼
な
ど
も

「
師
匠
さ
ん
」
と
称
せ
ら
れ
る
寺
院

住
職
を
通
じ
て
行
な
い
、

一
島

一
信
仰
と
し
て
の
法
華
宗
信
仰
は
、
根

強
く
島

の
人
々
の
目
常
生
活
を
支
え
、
深
く
根
を
下
し
て
広
が

つ
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
の
種
子
島
は
、
薩
摩
藩
の
統
治
下
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
廃
仏
殿
釈

の
時
期
と
方
法
は
薩
摩
藩
の
政
策
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(二
)

薩
摩
藩
の
廃
仏
殿
釈
は
、
水
戸
藩
と
同
じ
く
相
当
早
く
か
ら
計
画
さ

(
4
)

れ
た
。

慶
応
元
年
に
は
御
醍
院
真
柱
な
ど
廃
寺
専
門
係
を
選
任
し
、
そ

の
具
体

的
政
策
の
検
討
を
す
す
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
し
明
治
元
年

三
月
十
七
日
、
同
二
十
八
日
の
神
仏
分
離
の
大
政
官
布
告
が
出
た
時
、

各
地
で
頻

々
と
行
な
わ
れ
た
廃
仏
殿
釈
の
暴
行
に
対
し
、
薩
摩
藩
は
直

ち
に
実
施
に
移
す
こ
と
を
控
え
て
い
た
。
'そ
し
て
翌
二
年
三
月
の
藩
主

忠
義
の
夫
人
照
子
が
逝
去
し
て
か
ら
、
次
々
と
藩
庁
か
ら
布
令
が
発
せ

ら
れ
て
神
仏
分
離
と
い
う
当
初

の
計
画
が
変
更
さ
れ
、
廃
仏
殿
釈
が
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

而
し

て
明
治
二
年
八
月
八
日
の
布
令
で
薩
摩
藩
内
の
各
寺
院

の
寺
領

の
す
べ
て
が
没
収
さ
れ
、
藩
庫
に
収
納
さ
れ
、
寺
宝

・
什
器

・
石
仏
等

は
焼
か
れ
破
壊
さ
れ
た
。
藩
内
の
総
数
二
九
六
四
名
の
僧
は
強
制
的
に

還
俗
さ

さ
れ
、
兵
役
、
教
員
、
農
工
商
、
養
育
料
下
付
に
四
分
類
さ
れ

藩
内
か
ら
僧
の
姿
が
消
え
去

つ
た
。
藩
内
の
廃
寺
総
数

一
〇
六
六
力
寺

で
あ
る
。
本
研
究
の
種
子
島
の
廃
仏
殿
釈
も

こ
の
中
に
入
り
、
同
時
に

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

種
子
島
最
大
の
法
華
宗
寺
院
は
西
之
表
本

源
寺
で
あ
る
。
寺
領
百

石
、
社
領
三
十
石
、
位
牌
所
二
十
石
、
計
百
五
十
石
、
然
も
種
子
島
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
。
然
し
同
寺
に
も
廃
仏
殿
釈

の
暴
行
が
襲
う
て
き
た

の
で
あ
る
。
同
寺
の
過
去
帳
の
明
治
二
年
の
項
に(

5
)

九
月
四
日
、
内
外
両
書
院
を
殿
つ
、
書
院
は
嘗
て
究
寛
公
の
造
る
所
、
結
構

頗
る
極
め
て
宏
荘
な
り
。
今
や
公
す
で
に
邑
を
返
し
て
大
い
に
冗
費
を
省

く
、
故
に
此
の
挙
あ
り
。
殿
つ
に
及
ん
で
其
の
棟
札
を
検
す
る
に
宝
永
何
年

之
を
造
る
云
云
の
語
あ
り
と
云
ふ

と
書
か
れ
て
い
る
。
既
に
本
堂
や
客
殿
が
破
壊
さ
れ
、
続
い
て
立
派
な

書
院
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
す
る
状
況
を
、
そ
の
住
職
が
胸
中
憤
り
を
秘

め
つ
つ
単

々
と
し
た
記
述
で
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
同
過
去

帳
に是

よ
り
先
、
官
、
仏
教
を
排
す
。
是
に
至
り
て
本
島
所
在
の
梵
刹
釈
寺
、
悉

く
廃
殿
に
従
う
…
…
そ
の
明
年
庚
午
正
月
、
旧
臣
前
田
六
郎
兵
衛
宗
成

(砲

隊
半
隊
長
)
黒
木
弥
次
氏
大

(同
半
隊
長
)
等
、
旧
本
源
寺
の
祖
廟
の
地
の

爾
後
荒
蕪
に
属
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
因
つ
て
諸
同
僚
と
神
社
を
其
の
遺
祉
に

作
り
、
之
に
士
族
中
の
禄
田

(軍
役
高
)
十
五
石
を
納
れ
て
祭
田
と
為
さ
ん

こ
と
を
謀
る
。
遂
に
地
頭
平
山
氏
に
就
き
連
署
し
て
請
て
曰
く
…
…
平
山
氏

之
を
許
す
。
諸
隊
長
等
乃
ち
殉
書
を
下
し
て
、
遍
く
之
を
島
中
に
告
ぐ

と
あ
る
。
藩
命
に
よ

つ
て
島
中
の
仏
教
色
を

一
掃
し
、
種
子
島
家
歴
代
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の
菩
提
寺
を
破
壊
し
て
み
た
も
の
の
、
翌
三
年
に
は
反
省

の
心
あ
る
人

々
に
よ

つ
て
本
源
寺
の
跡
を
、
何
ん
ら
か
の
形
で
と
ど
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
種
子
島
の
由
緒
寺
院
は
西
之
表
日
典
寺
で
あ
る
。
定
源
院
日
典

殉
教
地

に
建
立
さ
れ
た
日
典
寺
廟
所
は
、
拝
殿
と
本
殿
の
神
仏
習
合
形

式
の
神
社
風
建
造
物
で
あ
る
。
本
堂
、
庫
裡
等
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
貴

重
な
高
尾
野
氏
と
徳
永
氏
等
の
石
碑
と
共
に
、
熱
心
な
宗
徒
の
護
法
心

か
ら
日
典
神
社
と
呼
称
し
厄
を
の
が
れ
現
存
し
て
い
る
。

ま
た
現
和
の
隆
興
寺
は
現
在
庄
司
港
に
あ
る
が
、
小
学
校
隣
接
の
神

社
が
そ
の
寺
趾
で
あ
る
。
近
政
神
社
に
は
隆
興
寺
の
五
箇
の
巨
石
が
現

存
し
、
そ
の
高
さ
二
米

の
石
塔
に
は

「
道
師
日
親
花
押
」
の
刻
字
が
残

っ
て
い
る
。

安
納

の
本
蓮
寺
は
、
現
存
の
天
御
中
主
神
社
が
寺
趾
で
あ
る
。
そ
の

参
道
近
く
の
高
さ
四
米
五
十
の
自
然
石
に

「
天
明
元
年
日
蓮
大
菩
薩
五

百
遠
忌
蓮
信
坊
研
誠
行
年
二
十
七
歳
」
と
刻
字
の
あ
る
巨
石
や

「文
化

十
年
日
隆
大
上
人
三
百
五
十
遠
忌
」
の
刻
字
の
あ
る
石
塔
な
ど
、
お
び

た
だ
し
い
石
塔
群
が
往
時

の
盛
況
を
物
語
つ
て
い
る
。

(
6
)

そ
の
他
、
現
在
の
神
社
境
内
の
処

々
か
ら
題
目
石
や
、
日
蓮
、
日
隆
、

日
良
な
ど
の
遠
忌
報
恩
に
擬
し
た

「奉
諦
久
遠
偶
壱
万
部
」
と
か

「奉

口
唱
要

名
二
億
二
千
三
百
万
返
島
中
講
衆
拝
」
な
ど
刻
字
の
あ
る
お
び

た
だ
し
い
石
塔
が
、
島
内
の
い
た
る
処
か
ら
発
掘
さ
れ
、
保
存
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
明
治
初
年
の
仏
教
壊
滅
作
戦
の
惨
虐
な
蛮
行
の

前
に
、
反
抗
す
る
術
を
奪
わ
れ
た
法
華
宗
徒
の
涙
の
跡
を
見
る
思
い
が

す
る
。

(三
)

僧
達
は
廃
仏
の
酒

々
た
る
時
流
に
抵
抗
す
る

こ
と
の
無
益
を
知
り
、

藩
命
の
ま
ま
還
俗
し
た
が
、
焼
か
れ
壊
さ
れ
て
い
く
堂
塔
伽
藍
を
傍
観

す
る
者
ば
か
り
で
は
な
か

つ
た
。
厳
罰
を
掲
げ
て
臨
ん
で
い
る
監
視
役

人
の
目
を
盗
ん
で
は
、
本
尊
類
の
避
難
隠
匿
を
計
る
者
が
多
か
つ
た
。

現
に
そ
の

一
部
で
あ
る
釈
迦

・
多
宝

・
日
蓮

・
鬼
子
母
神
像
が
掘
り
出

さ
れ
、
南
種
子
の
善
福
寺
に
格
護
さ
れ
、
西
之
表
の
本
源
寺
や
野
間
の

日
輪
寺
に
は
、
日
蓮
や
日
隆
の
真
筆

マ
ン
ダ
ラ
が
格
護
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
廃
仏
殿
釈
を
法
華
宗
の
大
本
山
で
は
、

ど
の
よ
う
な
表
情
で
受

け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
両
山
歴
譜
に
伺
う
と

巳
年
薩
隅
日
三
州
志
摩
津
家
領
分
下
末
寺
各
宗
共
廃
寺
廃
仏
…
…
今
ハ
三
嶋

關
基
之
御
薫
功
モ
泡
沫
ト
成
ル
。
恐
縮
無
限
、
待
時
節
再
興
致
度
者
也
。
伏

乞
後
哲
有
志
之
人
二
口
伝
給
江

と
あ
る
。
ま
た

道
中
騒
々
シ
ク
登
山
者
勤
檀
僧
モ
稀
レ
ニ
ナ
ル
ヲ
以
テ
自
然
道
念
馳
怠
ノ
傾

向
ト
ナ
リ
…
…
寺
社
奉
行

ニ
代
ル
ニ
神
砥
局
マ
タ
教
務
省
ト
代
リ
行
ク
、
代

ノ
有
様

二
胸
驚
カ
シ
テ
四
、
五
年
ヲ
過
ス
時

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
廃
仏
殿
釈
の
蛮
行
が
政

局
不
安
畑
な
明
治
初
期

の
で
き
ご
と
で
あ
り
、
そ
の
対
処
に
困
惑
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か

法
華
宗

が
種

子
島

に
於

て
被

つ
た
廃
仏
殿
釈

と
復
興

(
松

井
)
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る
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
種
子
島
の
廃
仏
殿
釈
が
他
の
地
方
と
違
つ
て

徹
底
的
な
も
の
だ
け
に
、
「
泡
沫
と
な
る
。
恐
縮
無
限
」
と
や
り
よ
う
の

な
い
思
い
を
筆
に
し
て
い
る
大
本
山
の
様
子
が
伺
え
る
。

(
四
)

法
華
宗
教
団
し
か
な
い
種
子
島
の
、
お
び
た
だ
し
い
寺
塔
が

一
瞬
に

し
て
消
え
失
せ
、
寺
緑
を
持
ち
帰
依
を
得
て
い
た
僧
侶
の
総
べ
て
が
復

飾
還
俗

し
て
し
ま
つ
た
島

へ
、
鹿
児
島
県
参
事
田
畑
常
秋
名
儀
の
信
教

(
7
)

自
由
の
布
達
が
届
い
た
の
は
明
治
九
年
九
月
で
あ
つ
た
。
西
南
戦
争

の

前
年
で
あ
る
。
種
子
島
も
西
郷
隆
盛
の
私
学
校
の
生
徒
が
出
入
し
物
情

騒
然
と
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
法
華
宗
の
中
枢
は
、
両
派
に
分
裂
し
三
途
成
不
の
皆
久
論

争
に
終
始
し
、眼
を
外
に
向
け
よ
う
と
す
る
時
局
認
識
に
欠
け
て
い
た
。

従

つ
て
種
子
島

の
法
華
宗
復
興
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

で
あ
る
。
漸
や
く
教
団
の
中
枢
が
動
き
出
し
た
の
は
薩
南
地
方
が
平
和

に
な

つ
た
明
治
十
二
年
で
あ
る
。
即
ち
両
山
歴
譜
に
は

三
島
復
旧
ノ
為

ニ
善
応
院
日
晧
ヲ
先
駆
ト
シ
、
井
原
日
暁
、
牧
瀬
日
誘
ヲ
随

伴
ト
シ
、
経
尊
下
向
セ
ラ
レ
テ
種
益
両
島
巡
教

(
8
)

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
経
尊
と
は
両
山
九
十
世
古
森
日
経
の
こ
と
、
善

応
院
日
晧
と
は
南
種
子
の
出
身
で
、
廃
仏
強
制
還
俗
で
名
を
柳
田
禎
三

と
改
め
、
後
ち
消
息
を
絶

つ
て
い
た
種
子
島
僧
で
あ
る
。

(
9
)

日
晧
は
在
島

の
法
華
宗
徒
を
誘
い
、
西
之
表
に
本
源
寺
仮
説
教
所
を

設
け
、
本
源
寺
旧
地
返
還
運
動
を
展
開
し
、
更
に
両
本
山
に
働
き
か
け

て
貫
首
の
来
島
布
教
を
待

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
興
寺
在
住

貫
主
日
経

の
来
島
巡
教
の
報
は
、
島
の
宗
徒
を
奮
起
せ
し
め
、
信
徒
結

集
し
旧
寺
地
返
還
、
旧
寺
再
建
を
叫
ば
し
め
た
。
そ
の
巡
教

の
効
果
は

極
め
て
大
き
く
、
そ
の
巡
教
の
足
跡
は

「
三
島
宗
門
復
興
の
際
、
明
治

十
二
年
、
応
需
、
両
山
九
十
世
本
事
院
日
経
」

と
署
名
の
あ
る
紙

マ
ン

ダ
ラ
や
板

マ
ン
ダ
ラ
と
な
つ
て
、
種
子
島
は
勿
論
、
屋
久
島
の
法
華
宗

寺
院
に
現
在
も
格
護
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
種
子
島
に
お
け
る
法
華
宗
寺
院

の
復
興
は
緒
に
就

い
た

が
、
往
時
の
盛
況
に
は
遙
か
に
遠
く
、
十
数
力
寺
の
寺
院
が
復
興
し
現

在
に
至
つ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
種
子
島
の
廃
仏
殿
釈
の
傷
は
意
外
に

大
き
く
開
い
た
ま
ま
で
あ
る
。

1

印
度
学
仏
教
学
研
究

第
二
二
巻
第
二
号

二
三
三
頁

「種
子
島
日
典

殉
教
考
」
参
照

2

西
之
表
市
百
年
史

(昭
和
四
十
六
年
刊
)
四
〇
六
頁

3

種
子
島
家
譜

4

激
烈
な
復
古
神
道
学
者
、
造
士
館
の
訓
導
、
廃
仏

殿
釈
の
指
導
者
、
吉
備
津
神
社
宮
司
に
な
り
七
十
五
歳
没

5

種
子
島
領

主
十
九
代
久
基

(
一
六
六
四
-
一
七
四
一
)

6

西
之
表
西
町
の
八
坂
神

社
の
社
頭
に

「慈
遠
寺
」
の
寺
名
が
刻
字
さ
れ
た
、
ひ
び
割
れ
大
石
鉢
が
一

対
あ
る
。
こ
の
付
近
一
帯
は
広
壮
な
慈
遠
寺
趾
。
ま
た
西
之
表
天
神
町
の
天

神
社
の
神
殿
横
の
樹
下
に
題
目
石
が
あ
る
。
こ
の
付
近
一
帯
は
広
壮
な
大
会

寺
趾
。
南
種
子
の
平
山
神
社
は
善
福
寺
跡
。

7

明
治
維
新

「神
仏
分
離

資
料
」
第
四
巻

一
〇
五
八
頁

8

郷
土
人
系

(南
日
本
新
聞
社
編
)
四
一

三
頁

9

本
源
寺
檀
徒
春
田
日
鮫
の
自
宅
を
仮
説
教
所
と
し
た
。
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